	資料名
	ネパールのビール
	光村
	

	主題名
	人間のすばらしさ
	内容項目
	(3－(3))生きる喜び・弱さの克服
	指導時期
	1２月１９日

	ねらい
	人間の持つ強さや気高さを信じ、人間として誇りのある生き方を見いだそうとする心情を育てる。

	学 習 活 動
	導 入
	日本との違いや過酷な環境であることを気づかせる。
○ネパールについての確認
・すごい山岳地帯の国・日本では想像できない不自由な生活　・危険な山道が多い。

	
	
	資料を読む

	
	展 開
	· ネパールの状況についての再確認をする。

・電気・水道・ガスの設備、車輪の通れる道路はなく、裸足で生活をしている。
・村人は荷物を背負って、子どもまでが一本の道を歩くしかない。

・チェトリは15歳だが、家を離れ働きながら学校へ行っている。

・ビール瓶は、1本1キロくらい
○チェトリが、「ビールを買ってくる」と言ってくれたとき、筆者はどう思ったか。

・遠いので心配、無事に行き着くことが出来るのか

・ビールが飲めるのはとてもありがたくうれしい。
○先生からも「チェトリは逃げたのだろう」と言われたとき筆者はどう思っただろう。

・自分のうかつな行動(たかがビール)が、チェトリの人生をくるわしてしまった。取り返しのつかないことをしてしまった。・簡単に信じるべきではなかった。

・事故かもしれない。逃げるとは思えない。でも、無事でいてほしい。

◎「近頃あんなに泣いたことはない」という筆者はなぜそれほどまで泣いたのだろう。

・無事に帰ってきたことの喜びや安堵。・苦労して買ってくれきてくれたことへの申し訳なさ。・チェトリを信じ切れなかった自分の弱さ、醜さを痛感した。

・チェトリの心の美しさや正直さに触れ、清らかな気持ちになった。

	
	終 末
	 ○筆者がチェトリから学んだことを通して、今後の自分の生き方について考えてみよう。
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・自分のうかつな行動が、あの子の人生を狂わせてしまった。


・簡単に信じるべきではなかった。


・事故かも知れない。逃げるとは思わない。


・取り返しのつかないことをしてしまった。
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